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久留米事業所

試験委託者 環境省

試験の表題 トリメチルアミンのヒメダカを用いる96時間急性毒性試験

("@

試験番号 95280

上記試験は以下の GLPに従って実施したものである。
a)「新規化学物質等に係る試験を実施する試験施設に関する基準について」(平成 15年 11月
21 日、薬食発第 1121003号、平成 15・11・17製局第 3号、環保企発第 031121004 号、平成

20年 7月 4日最終改正)に定める「新規化学物質等に係る試験を実施する試験施設に
関する基準」
b) OECDPdnciI)lesofGoodLaboratoryp 【acti‐ce,November26,1997

また、本最終報告書は生データを正確に反映しており・試験データが有効であることを確認

した。
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信頼性保証書

一般財団法人化学物質評価研究機構
久留米事業所

試験委託者 環境省

試験の表題 .トリメチルアミンのヒメダカを用いる 96時間急性毒性試験

試験番号 95280

本最終報告書は、試験の方法、手順が正確に記載され、試験結果は生データを正確に
反映していることを保証する。
なお、監査又は査察の結果については、下記の通り試験責任者及び運営管理者に報告
した。

監査又は査察内容 、 監査又は査察日
報告 日 ・一

(試験責任者及び運営管理者)
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試験計画書 2010 年 12 月 3 日
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2010 年 12 月 3 日
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表 題
トリメチルアミンのヒメダカを用いる 96時間急性毒性試験

試験委託者
名 称 環境省
住 所 〒loo‐8975 東京都千代田区霞が関 1‐2-2

試験施設
名 称 一般財団法人化学物質評価研究機構 久留米事業所
住 所 〒839-o801 福岡県久留米市宮ノ陣三丁目2番 7号

試験目的
トリメチルアミン塩酸塩を用いてヒメダカに対する急性毒性試験を行い、トリメチルアミン だョ

　のヒメダカに対する 96時間の半数致死濃度 (LC5。) を求める。

試験法
a)「新規化学物質等に係る試験の方法について」(平成 15年 11月 21日、薬食発第 1121002号、

平成 15・11・13製局第 2号、環保企発第 o31121002号、平成 18年 11月 20 日 最終改正)

に定める「魚類急性毒性試験」
b) OECDGuidelines fol 発 stmgofChemicals,No.203,July17,1992,."Fish,Acute 恥 xicityTest"

GLP 基準

a)「新規化学物質等に係る試験を実施する試験施設に関する基準について」 (平成 15年 11月

21 日、薬食発第 1121003 号、平成 15・11・17製局第 3号、環保企発第 031121004 号、

平成 20年 7月 4日最終改正)に定める「新規化学物質等に係る試験を実施する試験
施設に関する基準」

b)OECD Principles ofGood Laboratory Practice,November 26,1997

試験日程
試 験 開始 日 2010年 12月 3 日

実 験 開 始 日 2010年 12月 6 日

実 験 終 了 日 2010年 12月 10 日

試 験 終 了 日 2011年 2 月 14 日
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8, 試資料の保管

試験計画書 (正 ()、最終報告書 (正本)、生データ、契約書の写し及びその他の記録は

当試験施設に保管する。なお、供試試料は保管しないd
‐保管期間は最終報告書提出後 10年間とする。

, 保管期間終了後の処置 (継続保管、廃棄又は返却) は、試験委託者と協議の上決定する。

9. 試験関係者

試験責任者 , (所属 試験第四課)
試験担当者 (生物試験の実施)
試験担当者 (分析試験の実施)

10,最終報告書の承認

ユo′ず年 } 月′テ 日

試験責任者
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11.要 約

試験条件
試験生物 ヒメダ力 (o z超s放す中es)

試験用水 脱塩素水道水
試験区 loomgL 区及び対照区

試験液の調製 供試試料と試験用水を混合、撹梓して調製
暴露方式 ・ 半止水式 (48時間後に換水)

暴露期間 96時間
連 数 1連/試験区
試験生物数 7尾/試験区
試験液量 約 5U試験区
水 温 234~24 ぴ C

エアレーション 有り

照 明 室内灯、16時間明侶時間暗 e
給 餌 無給餌
被験物質濃度の測定 HPLC 法

試験結果
96 時間 LC5o 〉loomg 虹

(上記濃度は、設定濃度に基づく値)

- 8 -
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12.試験材料

12.1 被験物質

a)名称等

名 称 トリメチルアミン

CAS 番 号 75‐50‐3

b)構造式等
構造式

?H3

日3Cノノ
N
＼＼CH3

分子式 C3H9N

分子量 59.lfl

e 1 原子量表 (2olo)を用して算出した値
c)物理化学的性状
蒸気圧 187]燈 a(20oC)*2

対水溶解度 890g幽し(30oC)*2

1-オクタノール/水分配係数 (10gpow)
0.16*2*3

融 点 ‐117.08oC*2

沸 ~点 2.87oC*2

溶媒に対する溶解度等

溶 媒 溶解度 溶媒中の安定性
ジエチルエーテル 溶解 *3 ー

ベンゼン 溶解キ3 ー

トルエン 溶解 *3

クロロホルム 溶解 *3

比 重 メー50.66ズ3

*2 化学物質総合情報提供システム (CHRIP)

*3 Richardson, 1.L.et al“The Dictionary of Substances and their E茸ects" The RoyaI

SocietyofChell'dstry,1993.

‐9 -
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12,2 供試試料

.a)名称等

名 称 トリメチルアミン塩酸塩
CAS 番号 593‐81-7

b)構造式等 ー

構造式

で
3 、CI

H3C--N--H

　
CH3

分子式 C3H・oCIN

分子量 . 95,5ケキ1
(-
▼
,e

*1 原子量表 (2010)・を用いて算出した値 ,

c)純度等
純 度 ,98.4%t4 ・

不純物 水分 2,6%4

供給者
‐ ロ ッ ト番 号 ・ ,

純度は 100%として取り扱った。

*4 供給者提供の試験成績書
d)物理化学的性状
蒸気圧 1、66×106mmHg(25oc)f2

'

対水溶解度 易溶17

1-オクタノール/水分配係数 (10gpow) -

( ( !
〈-3,4一実測値)

融 点 20ooご2(焼結又は昇華)
沸 点 277~2780ご2(分解)

常温における性状 形状 :結晶~粉末、色 :白色~ ほとんど白色'6、
.

′ -
.

溶媒に対する溶解度等‐
‐溶 媒 ′ 溶解度 溶媒中の安定性
エタノール 易溶 .7 r-

「

クロロホルム 可溶・7 ー

エーテル 不溶 *7 ー

比
1
重 1,o3(2ooc)g

*2 化学物質総合情報提供システム (CHRIP)
*5 Kare. ▽erscf.ueren "HandbookofEnvironmentaIData,onorganicchemicals “4tl1Ed,

棚 製造元 , の製品安全デ」夕シート

*7 化学大辞典編集委員会編「化学大辞典」(共立出版)1960.

‐10 ‐
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e)保管条件
窒素封入し、デシケーター中で冷暗所保管した。

り供試試料の同一性及び保管条件下における安定性の確認
入手した供試試料について赤外吸収スペクトルを測定し、供試試料の特性が認め

られることを確認した。また、実験開始前及び終了後の赤外吸収スペクトルを比較す

ることにより、保管条件下における被験物質の安定性を確認した。

g)取扱い上の注意

手袋、マスク、保護めがね及び白衣を着用し、皮膚、目への接触及び吸入を避けた。

12.3 試験生物

種 ヒメダカ (0ケガαs加平es)

生物種選択の理由 テストガイドラインに推奨されている種
供給源 一般財団法人化学物質評価研究機構 久留米事業所
大きさ 全長 2.3±1.2cm 、 5.a)に定める規定値を適用

e 群分け 無作溺由
順 化
ふ化日 2010年 8月 9日 (供試時月齢 ;3か月齢)

飼育水 脱塩素水道水
溶存酸素濃度 飽和溶存酸素濃度の80%以上
水 温 24±loC

明暗周期 室内灯による16時間明/8時間暗
餌 料 コイ用配合餌料
薬 浴 実施せず
順化期間 25 日間 (2010年 11月 11日~2010 年 12月 6 日)

供試群の死亡率 0%( 供試前7日間)
無給餌期間 供試前24時間は餌を与えなかった
試験系の再現性の確認

定期的に基準物質による急性毒性試験を実施
最新のデータを以下に示す。

基準物質 :硫酸銅 (江)五水和物
(和光純薬工業 試薬特級 ロット番号 TSE1413)

実施期間 :2010年 11月 15 日~11 月 19日

96 時間 LC5o:0,45mgL

この値は久留米事業所におけるバックグラウンドデータの規定

範囲内 (平均±2x標準偏差) であった [平均±標準偏差 0.54±0,20

m以L(n=46)] 。以上のデータは全て硫酸銅 (n) 換算で表示

した。

‐11 ‐
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13.試験の実施

試験はトリメチルアミン塩酸塩を用いて実施し、濃度はトリメチルアミン濃度で表示した。

13.1 試験用水

十分にエアレーションし、温度調節した脱塩素水道水を用いた。定期的に測定した試験

用水の水質測定結果を Appendix lに示す。なお、水質測定結果は久留米事業所の標準操

作手順書で規定した基準を満たしていた。

13.2 試験器具及び装置

試験容器 7.8L 容ガラス製容器 (直径 24cm, 深さ 28cm)

蓋 透明なプラスチック製の蓋
恒温槽 プラスチック製水槽

加熱・冷却ユニット HCA250( 佐藤工芸)

13.3 試験液の調製法

必要量の供試試料を秤量 [C3H9N/C3H,。CIN=59.11/95.57(61.85%) で換算 ] し、試験用

水に添加後撹梓し溶解させて・loomgL の試験液を調製した。 e i

13,4 試験条件

暴露方式 半止水式 (暴露 48時間後に換水)
暴露期間 96時間
試験濃度 loom肌 (試験法の上限濃度での限度試験)

予備試験結果から試験濃度を決定した。
予備試験結果を Additionaldataに示す。

対照区 被験物質を含まない試験用水
連 数 1連/試験区
試験生物数 7尾/試験区
試験液量 約 5U試験区
水 温 24±10C

エアレーション 緩やかなエアレーションを実施

pH調整 無し

照 明 室内灯による16時間明/8時間暗
給 餌 無給餌

13.5 観察と測定

a)試験生物の一般状態

死亡と一般状態を暴露開始 3、24、48、72及び 96時間後に観察した。観察可能な動

き (吻、鯉蓋の動き等)がなく、ガラス棒で尾柄部に軽く触れ反応がない個体を死亡と

みなした。

b)試験生物の全長及び体重
暴露終了後、対照区の試験生物について全長及び体重を測定
c)試験液の状態
暴露開始時及び終了時に観察

‐12 -
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d)試験液の水質
測定項目 溶存酸素濃度、PH及び水温

測定頻度 暴露開始時、24時間後、48時間後換水前後、72時間後及び暴露終了時

測定方法 試験容器より一部分取した試験液について測定 (48時間後換水前及び

暴露終了時以外)
各試験容器について測定 (48時間後換水前及び暴露終了時)

測定機器 溶存酸素計 YSIMODEL58(Ysllncorporated)

ポータブル pH 計 HM‐21P( 東亜ディーケーケー )

検定済ガラス製棒状温度計
e)試験液中の被験物質濃度 (トリメチルアミン濃度)
測定頻度 暴露開始時、換水前後及び暴露終了時
採水方法 試験容器の中層から採取
採水量 約 1omL( 全試験区)

測定方法 Appendix参照

13.6 LC5o の算出法

試験濃度区で 50%以上の死亡率が得られなかったため、LC5oは「>試験濃度」と表示した。

なお、暴露期間中に測定した試験液中の被験物質濃度が設定濃度の±20%以内であった

ため、結果の算出には設定濃度を用いることとした。

13.7 試験の有効性

a)暴露期間中、対照区における死亡数が 1尾を超えてはならない。

b)暴露期間中の溶存酸素濃度は、試験水温での飽和溶存酸素濃度の 60%以上でなければな

らない。

13.8 数値の取扱い

数値の丸め方は、JISZ8401:1999 規則 B に従った。

14.試験結果及び考察

14.1 死亡率

各時間での累積死亡率を Tablelに示す。

暴露期間中、試験濃度区において試験生物の死亡は認められなかった。対照区において

も死亡は認められず、有効性基準 (1尾を超えない) を満たしていた。

14.2 一般状態等の観察結果

暴露期間中における一般状態の観察結果を Table2に示す。

対照区において、症状は認められなかった。

以下の観察結果は全て対照区との比較に基づくものである。暴露期間中、試験濃度区に

おいて試験生物に症状は認められなかった。

14.3 試験生物の大きさ

[平均値±標準偏差 (n;7)]

全 長 2.4±0.lcm

体重 0.099±0.018g

‐13 -
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試験液の観察と測定結果
a)試験液の状態

暴露開始時は無色透明であった。換水前も同様であった。

b)試験液の水質
試験液の水質を Table 3‐1、 3‐2及び 3‐3 に示す。

暴露期間中に測定した溶存酸素濃度は 8.2~8.4mgL 、PH は 7.7~7.9、水温は 23.4~

24.びC であった。なお、溶存酸素濃度は有効性基準 (試験水温での飽和濃度の 60%以

上*)を満たしていた。

* 23~25 ℃の飽和溶存酸素濃度 :8.39~8.1lm 胃L、 JIS K OI02:2008

c)試験液中の被験物質濃度 (トリメチルアミン濃度)
被験物質濃度の測定方法及び結果を Appendix2、検量線及びクロマトグラムを

Appendix3 に示す。

測定した試験液中の被験物質濃度は、暴露開始時及び換水後では 98及び 97 mgL

(設定濃度に対して 98及び 97%) 、換水前及び暴露終了時では 97及び 92m胃L( 設定

濃度に対して 97及び 92%) であり、設定濃度の±20%以内に維持されていた。

LC50

24時間ごとの LC5o を甑 ble4 に示す。

被験物質のヒメダカに対する 48及び 96時間 Lc5oは共に〉loomgL であった。

考 察
被験物質 (トリメチルアミン)は常温でガスであり、取り扱いが困難であるため、試験

委託者と協議の上、試験実施上の操作性などを考慮して供試試料としてトリメチルアミン

塩酸塩を用い、トリメチルアミン濃度に換算して評価した。

試験は試験法での上限濃度 (loom多L) における試験生物への影響の有無を確認する

限度試験として行った。その結果、試験生物に何ら影響はみられなかったことから、被験

物質は試験法での上限濃度において試験生物に対し急性的な影響を及ぼさないと判断
される。試験液中の被験物質濃度は設定濃度の±20%以内に保たれ、また、試験環境条件

も適切な範囲内であったことから、試験は試験法に準じたものであったと判断される。

14.4

14.5

14.6

15.試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因

当該要因はなかうた。

-14-
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Table I CumLulativemortality

Nominal

concentration

(mgL)

Cumulativemortality(%)

3hours 24hours 48hours 72hours 96hours

Control 0 0 0 0 0

100 0 0 0 0 0

‐15 ‐
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Table 2 0bselyedabno ・tpoalresponse

No 皿inal
concentration

(mgL)
Category

observation resultofeachcategoryQe 貴 col皿 Dn:number,Rightcolumn:Symptomdetail)

3hours 24houirs 48houurs 72hours 96hours

Control

Deal 山,

Critical

D O O O O O

IS O O
・

O O O
Abnolmal O O O O O

Normal 7 7 7 7 7

100

Death,

Critical

D O O O O O
IS O O O O O

Abnolmal O O O O O
No・mal 7 7 7 7 7

Abbreviation oftelms(D:Death,IS: 加 possibleswim)



95280

Table 3-I Dissolvedoxygenconcentrationoftestsolutions

Nominal

concentration

(mgL)

Atthe
start

24
hours

48hours 72
hours

Atthe
endold neW

Control 8.4 8.4 8.2 8.4 8,3 8.4

100 8.4 8.3 8.2 8.3 8.2 8.2

o1d:beおoretherenewa1

new:afterthe renewaI

Unit:mgL

mable 3-2 pHoftestsolutions

Nominal
concentration

(mgL)

Atthe
start

24
hours

48hours 72
hours

Atthe
endold neW

Control 7.7 7.7 7.9 7.7 7.8 7.8

100 7.7 7.8 7.8 7.7 7.9 7.7

old:beforethe renewal

new:a 貴erthe renewal

瓜able3-3 下elmーperatureoftestsolutions

Non ・inal

concentration

(mgL)

Atthe
start

24
hours

48hours 72
hours

Atthe
endold neW

Contlol 23.6 23.4 23.9 23.4 23.9 24.O

100 23.6 23.4 23.9 23.6 24.O 24.O

old:beforetherenewal

new:a 貴erthe renewaI

Unit:oC

‐17 ‐
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Table 4 LC5o to N【edaka

Exposureduration
LC50

(m彰り

95%confidence

interval(mgL)
(S1opeofthedose-

response Curve)

Statisticalprocedure

usedfordetennination

ofLC5 。

24-hour >100
(-)

.-

48‐hour >100
(-)

ー

72‐hour >100
(-)

96‐hour >100
(-)

ー

‐:Not 。bt“in d 嘗

‐18-
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Appendixl

試験用水の水質
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-2Appendix

Chemical characteristics ofdilutionwater(SamplingonJanuary6,2011)

Paralneter Unit Results Determinationlimit

Total hardness(asCaC03)
Suspendedsolid

pH
lbtalorganic carbon

Che]mica1oxygen demand

Residualchlorine

A1hmoniu]mlon

lbtalcyan

A一kalinity
E1ectricconductivity

organicphosphorous

A1kylmercury

凸4ercury

Cadmium

.Chromium( 、7D
Lead

Adsenic

Boron

F1uorine

lron

Copper

Cobalt

ハ4angaにnese

Zinc

AIluminum

NickeI

Sulfateion

Chlorideion
Sodium

Potassium

Calciu]m

N[agnesium

Silver

l,2-dichloroproPane

ChlorothaloniI

Propyzamide

Chlornitrofen

si・nazlne

Thiobencarb

Diazinon

lsoxathion

Fenitrothion

EPN
Dichlorvos

lprobenfos

PCB

m以L
mgL

mgL
mgL
mgL
mgL
mgL
mgL
ms/m

mgL
mgL
m膨L
mgL
mgL
mgL
mgL
mgL
mgL
mWL
mgL
mgL
mgL
mgL
mgL
mgL
mgL
mgL
mgL
mgL
mgL
mgL
mgL
mgL
mgL
mgL
mgL
mgL
m以L
mgL
m胃L
mgL
mgL
mgL
mgL
mWL

44
<1

7.6(20℃ )
0.4

0.8

<0.02

0.01

<0.01

35
17
<0.1

<0.0005

<0.0005

<0.001

<0.005

<0.001

<0,001

<0.1

<0.08

<0.03

<0.001

<0.001

<0.005

<0.1

0.02

<0.001

20
16
16
3.2

13
3.3

<0.0001

<0.006

<0.005

<0.0008

<0.0001

<0.0003

〈0.002

<0.0005

<0.0008

<0.0003

<0.0006

<0.001

く0.0008

<0.0005

5
1
0.1

0.3

0,5

0.02

0.01

0.01

1
0,1

0.1

. 0.0005

0.0005
0.001

0.005

0.001

0.001

0.1

0.08

0.03

0.001

0.001

0.005

0.1

0.02

0.001

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

・ 0.1

0.0001

0.006
0.005

0.0008
0.0001

0.0003

0.002

0.0005

0.0008

0.0003
0.0006
0.001

0.0008
0.0005
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Appendix2

被験物質濃度の測定方法及び結果
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1. 試験液の前処理操作

採取した試験液について、そのまま若しくは脱塩素水道水で適宜希釈して高速液体クロマ

トグラフィー (HPLC) 試料を調製した。

2. 被験物質濃度の測定

HPLC 試料中の被験物質濃度は、クロマトグラム上で得られた濃度既知の標準溶液のピー

ク面積とHPLC 試料のピーク面積とを比較し、比例計算して求めた。得られたクロマトグラ

ム (一例 ) を Appendix3 に示す。

定量条件
機 器 高速液体クロマトグラフ
ポンプ LC-2oAUDsp (島津製作所)

電気伝導度検出器 CDD‐10/鮎p (島津製作所)

ヵラムォ‐ブン C ro-2oAGP( 島津製作所)
◎オートインジェクター SIL-20A (島津製作所)

システムコントローラー SCL-1OAw (島津製作所 )

デガッサー DGU‐20A3 (島津製作所)

カラム Shim‐packIC ‐C4(150mmx4.6mml,D., 島津製作所 )

カラム温度 400C

溶離液 2,5mmol足 しゅう酸溶液

流 量 1.0lnL/min

注入量 100〆L

3. 標準溶液の調製

供試試料 162mg を正確にはかりとり、超純水に溶解して looom以Lの被験物質溶液を調製

した。続いてこれを脱塩素水道水で希釈して loom以Lの被験物質溶液を調製した。さらに

これを脱塩素水道水で希釈して lomgL の標準溶液を調製した。

なお、供試試料の秤量は被験物質含有率 61.85% で換算 (C3H9N/C3H,。CIN=59.11/95.57)

して行った。

4. 検量線の作成

供試試料 165mgを正確にはかりとり、超純水に溶解して 100omgL の被験物質溶液を調製

した。続いてこれを脱塩素水道水で希釈して 1.0、5.1、 10及び 20mg/L の標準溶液を調製

した。これらを 2.の定量条件に従って分析し、得られたそれぞれのクロマトグラム上のピーク

面積と被験物質濃度により検量線を作成した。作成した検量線をAppendix3に示す。なお、試

験液中の被験物質の定量下限値は、定量性が確認された範囲での標準溶液の最低濃度 (1.o

m以L) とした。

5. 測定結果

試験液中の被験物質濃度の測定結果を以下に示す。

-2Appendix2-
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Appendix table 2-I N[easuredconcent ・ationsofconvertedvaluesto trimethylamine

intestsolutions

Nominal

concentration

(m彫り

Measuredconcentration(m 胃 L)a

(Percentageofmeasuredconcentrationversusnominalconcentration%)

Atthestart
48hours

/"theend
Geometric

meanold neW

Control n.d. n.d. n.d. n.d.

100
98

(98)
97

(97)

97

(97)

92

(92)

96

.(96)

。・d:beforethe renewa1

二 new:a 貴ertherenewal
　

n.d.: 〈 1.omgL

,aThevalueis calculated usingconverted values to tri・nethylalmine.

-3Appendix2-
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Appendix3

検量線及びクロマトグラム
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0 10 20

Concentration(m L)

y=38214x

r=1.00

Concentration

(m以L)
Peakarea

(n cm ・sec)

1.O 37245

5.1 187369

10 381365

20 766635

Appendix figure 3-I Calibration cu]n′e oftrilnethyla1mineforanalysisbyHPLC.
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Study No. 95280

掌薄熟 し 灘呈gB鳴謝 臨御 g′L eg際榔m頴加綱 1字 轍紛…郷樹 1・1cd

「1-L一′L A
pe[ACh

鞭鱒 塵艶豊艶塞蓋「01206-S01一cd

′・ ・ Lト 5 1q t5
hlln

サンプル,名 :Controlblank
データファイル :952801101206-H0hZ. ーcd D:¥4課¥95277‐95280¥1ot206¥9528 1〇1206一Hohz,IGd

us/6m

「
し′

Det.^Ch2

n,d.

J,↓

璽鰻馨選挙毒竪富 '01206-H岨cd

ー L 6 10 15
m-n

サ ,シプル名 :loom"Lexposure level
データフ7イル ;95280-101206 ‐HohA1od ・ .≧ ¥95 9 280 0120 ¥96280 “10 206- o d .D;¥4課 ¥95277一952BOVIO12O6¥9628 1012〇6一HO熊AJcd

US/cm

鱒 当 盤竪 罪 豊
ー1206-H0hA1od

mln

Appendix figure3-2 HPLC chromatograms atstartofexposure,
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Study No. 95280

サンプル名
データファイル

:Standardsolution lomg/L
:95280 ‐101208-SOI 」cd

一喜
D:¥.,,¥95277-95280¥101208¥95280 ‐101208 ‐H4BhZ ‐old,lcd
us/cm

「

しLT D鯛2
.15

mln

L ノ

麟 -湖盤 竪 壷 塞 ぎ
101208-S01.ーcd

S74088

サンブルー名
データファイル

ーControl blank
:95280 ‐101208*4ohz-old.Ied

‐ピークテーブル D;Y.-¥10-20aY9528101208-H48hZ-o!died

!ピーク# 『 株 ト m組 。1 蒙 -。一

サンプル名
データファイル

:loom ダ Lexposure ー6vel
:95280 ず101208-H48h ぬhold.・od D;¥“.¥95277・95280¥101208¥96280 ÷101208-H48h リキ old,lcd

us/Cm

ーー{ . ー「「「
10 15

min

　　　　　　　　　　　
L÷÷÷÷L-- ÷÷÷J』選塾星 362323 r 22「lay軍れ

Appendix figure3-3 HPLCchromatograms at 48 hoursafterexposure(be 角 rerenewal),
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Additionaldata

予備試験結果 e
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供試試料の試験用水への溶解度
供試試料の試験用水への溶解度は目視で loom肌 以上と判断された。

2. 生物予備試験

暴露方式 :①半止水式 (48時間後に換水)、②止水式
生物数/試験液量 :4尾/2.7L

エアレーション :有り

試験液調製法 :供試試料と試験用水を混合、撹洋、溶解して試験液を調製した。なお、供試

試料は被験物質含有量 (61,85%)で換算して秤量した。

分析 :試験液中の被験物質濃度の測定を行った。

<試験生物への影響>

設定濃度区
(mg〆L)

左 :累積死亡率(%) 右 :症状の有無 (有 :*、無 :N)

3時間 24時間 48時間 72時間 96時間

①loo 0 N O N ‐ O N O N ‐ O N

②loo 0 N ‐ O N ‐ O N O N O N

<試験液中の被験物質濃度>

設定濃度区
伽肌 )

測定濃度 (m夢L)
(対設定濃度 %)

暴露開始時 48時間後 96時間後

①loo
98

(98)

97

(97)

② loo ‐
90
(90)

止水式においても暴露終了時まで被験物質濃度は設定濃度の 80%以上を維持していた
が、被験物質は微生物による生分解性が良好という既知見が得られており、止水式で実

施した場合、暴露後半にて急激な濃度低下が生じる可能性も考えられえることから、本

試験では半止水式 (48時間後に換水)を採用することとした。

3. 本試験条件

試験濃度 :loomg虹 (試験法での上限濃度)及び対照区

暴露方式 :半止水式 (48時間後に換水)
エアレーション :有り

‐2Additional data-




